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たは CBDCA +/－5-FU持続投与）と RTの同時併用
化学放射線療法（CRT）療法であった．根治切除不能






















他の CRT として CBDCA+5-FU 併用放射線治療
（GORTEC試験）がある14）．この場合，CBDCAは





























クラス A  7 0.42 0.36-0.49  6 0.69 0.59-0.81
クラス B 14 0.57 0.51-0.64 14 0.78 0.73-0.83
クラス C 10 0.75 0.66-0.85 12 0.84 0.78-0.90
計 31 0.57 0.42-0.77 32 0.79 0.72-0.85
　　*クラス A : 分子標的治療薬（バイオマーカーによる患者選択あり）
　　  クラス B : 分子標的治療薬（バイオマーカーによる患者選択なし）




























の III期または IV期の LA SCCHN に対する標準治療
である CRTとの比較ではない．そこで，CRTに ICT
を加える意義を検証する比較試験が実施され，これま
























準化学療法（CDDP 100 mg/m2+5-FU 1,000 mg/m2第 1





























CDDP ま た は



























































































7.　お わ り に
以上，頭頸部がんの薬物療法について LA SCCHN
と R/M SCCHNを中心に概説した．がん薬物療法は
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Latest surgical treatment in head and neck cancers 
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ヒト乳頭腫ウイルス （HPV） と中咽頭癌








































































れなかった．さらに全 120症例を 2008年までの 64例











91例（年齢 38-91歳，中央値 63歳，男性 71例 : 女
20例）の HPV感染と生存率を Kaplan-Meier法を用
いて検討した．HPVとの関連は p16INKa免疫染色で判











































































HPV 16, 18型に対する感染予防 2価ワクチンおよ
び HPV 6, 11, 16, 18に対する 4価ワクチンがすでに本
邦で薬事承認されている．前述のように中咽頭癌の約
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　マイクロ RNAは，約 3,000種類のマイクロ RNAが
miRBase （http://www.mirbase.org/） に登録されている．
































































































































































































































































































図 2.　 老化誘導型マイクロ RNAを用いた核酸医薬の
開発
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